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第 ll回農薬デザ イン研究会

「農薬デザイン と地球環境の イン ター
フ ェ

ー ス 」

平成 7 年 Il月 9 ・10 日

於 ホテ ル フ ラン クス （幕張）

主催　 日本農薬学会

　本研究会は農薬デ ザイン の 将来を見据え，より安全 で高

活性な新農薬を得る こ とを考える た め の 小集会 で ある．今

日の 農薬に はその 有効性は当然と して，環境中に投与され

る宿命を十分 に考慮した デザイン が 求 め られて い る．そ こ

で今回は農薬デザイン の大きな課題 である
“
地球環境 との

イン タ
ー

フ ェ
ーズ

’

に つ い て，広 い 視野か ら考えるため の

場を提供するこ と をめ ざ した．

　すなわち， 化学的発想 を越えた 21世紀 へ の 農薬デザイン

の べ 一
ス となりうる新 しい 視点として，6 題 の 講演 と 講演

者 をパ ネ リス トとす るテ
ー

マ 討論会 お よび 14件 の ボ ス

タ
ー

発表をお 願 い した，実行委員会と して は ， 新鮮で密度

の 濃い 研究会 に で きたもの と考えてい る，

　また，第 9回か ら常任委貝長 を務 め られ た 吉 田茂男氏（理

研）の 任期満了を受け ， 上野民夫氏 （京大）へ の 常任委員

長 の 引き継 ぎが紹 介され る と ともに，吉田 氏に は 招待講演

をお願 い した．

　以下に講演 ・発表の 概要を紹介する，

招　待　講　演

　住友化学工 業（株）の 吉村 淳氏が 「シ ミュ レ
ーシ ョ ン モ デ

ル を用い た農薬の 地下水汚染の評価」と題 して講演された．

1979年頃開始され た 米国で の 井戸水 モ ニ タ リ ン グ調査 に

端を発した農薬の 地下水汚染の問題 は ， これ か らの 農薬を

考え る際 に心すべ き大 きな問題の
一・

つ とな っ て い る．本講

演で は こ れらをコ ン ピ ュ
ータシ ミュ レ

ー
シ ョ ン で評価する

方法に つ い て，各種 ソ フ トが ある こ と，ドイツ の PELMO

モ デル を用 い た具体例 の 紹介等， 門外漢 に もわか りや す く

お話しされた．各農薬 （化合物）の吸着係数 ・分解速度お

よび各土壌の 有機炭素含量 ・密度等の パ ラメ
ー

タが農薬の

土壌中で の 移行性と相関が大きい こ と， さ らに こ の評価法

の 活用 法 ・限界等に も触れ た 興味深 い 講演で あっ た。

　国立 環境研究所の矢木修身氏が 「微生物を用 い た 土壌環

境保全の 動向と展望」 と題 して講演さ れ た．ダイオ キ シ ン

な どの 有害化学物質に よる土 壌 ・地下水汚染の 対策技術 と

して 注 目されて い るバ イオ レ メデ ィ エ ーシ ョ ン 技術 （微生

物 を活用 して汚染された環境 を修復する技術）の解説お よ

び
， 演者らが 土 か ら分離した トリク ロ ロ エ チ レ ン 分解菌 を

用 い て 汚染 土 壌 の 浄化 を実際に 試み た例を紹介され た．こ

れ らの 菌や その 栄養源 が 環境 に 及 ぼ す影響な ど課題 も多い

が ， 次世代 を担 う技術 としての 期待も大きい との お話だ っ

た．　　　　　　　　　 （日産化学工 業（株） 新井和孝）

　東京大学理学部の 横 山茂之氏が 「タ ン パ ク質 と RNA の

構造生物学」と題 して 講演 され た．ア ミ ノア シル tRNA 合

成酵素は ATP 加水分解の エ ネ ル ギ
ー

を利用 して，　 tRNA

に ア ミノ酸 を結合する酵素 で あ り，そ の 基質認 識機構 に興

味が もた れ て い る．本講演 は 遺伝子工 学的手法 と高分解能

の NMR ，　 X 線結晶解析な ど を駆使して 比較検討する こ と

に より， その 基質認識機構にせ まるもの で ， 将来的には任

意の 部位 に 人工 的に 設計さ れ た ア ミノ酸 を組 み込 ん だ 人工

タ ン パ クの合成に つ なが っ て い くもの と思われる．進化論

的に も興味深 く，生命に本質的で ほ とん ど共通で あろうと

思わ れ て い た もの で も， 構造をみ る と生物間 で 異なっ て い

る場合があり，選択性の ある タ
ーゲ ッ トに な る可能性 が あ

る。

　農薬 の 場合 リセ プタ
ーが 明らか でない こ とが 多く， リセ

プ タ
ー

（タ ン パ ク質）レ ベ ル で デザイ ン を考 えるこ とは ほ

とん どな い ．今後 こ の ような基質認識機構の 研究が デザ

イン を豊 か に して い くもの と期待される，

　国立衛生試験所の 神沼二 真氏が 「化学物質の グロ
ーバ ル

な安全性情報ネ ッ トワー
ク （G 【NC ）に つ い て」と題 して講

演 さ れ た，農薬と医薬の 研究は 共通 した とこ ろが ある．コ

ン ピ ュ
ー

タによる分子軌道法，分子力学，分子動力学な ど

の 理 論計算，分 子 グラ フ 4 ク ス に よ る可視化 などが，1980

年代 に確立された が
， その 後方法論的に は大きな進展が な

か っ た．最近，世界中で イ ン タ
ー

ネ ッ トが急激に普及 し，

情報 と知識を開放する条件が 整 っ て きた．これ は 研究者同

士 の
“
コ ラボ レ

ー
シ ョ ン

”
を容易 に し，研究 ス タ イル を大

き く変え，新た なブ レ ークス ル ーに な る可能性 を秘め て い

る．GINC は化学物質 の 安全管理 に関して，国際機関と各国
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の 機関との 情報交換とコ ラ ボ レ ーシ ョ ン をめ ざして わ が国

で構想され て お り，企業か らも積極的な参加 が望 まれ る．

　あふ れ る化学情報をど の よ うに 取 り込み ， どの ように整

理 し利用して い くか……
こ れか らの 研究は実験室だ け です

まない の は 確か で あ る．　　 （日本曹達 （株） 汲 田　泉）

　三 井東圧 化学 （株）の 北島厚次氏が 「エ
ー

テル 系殺虫剤 ，

殺ダ ニ 剤の 創製と環境安全性」 と題 して 講演 され た．主要

農薬 の
一

つ で ある ピ レ ス ロ イ ドは ， 従来低薬量で 即効的効

果 を示 す等の 優 れ た特徴を有する もの の ，魚毒性，蚕 毒性

に 問題があ っ た，同社の 開発 したエ
ー

テル 系薬剤は従来剤

の 長所を維持しつ つ ，抵 抗性問題 に加え刺激 性や 魚毒性 な

どの 安全件而 で も改善され た。その 開発経緯 が 述べ られ た．

　環境安全性試験 で も，土壌，水，大気中の モ ニ タ リン グ

をはじめ， 人体暴露解析，非標的生物へ の 影響など農薬 の

毒性学的評価 と環境学的評価を可能とする関連科学を駆使

し，国内外 の 評価 を受け た，農薬の 社会 に果 た す役割 は 大

きい ゆえ，われわれは 社会情勢を十分理解 した うえで社会

貢献すべ きとの 示唆に 富む 講演で あ っ た．

　理化学研究所の吉田茂男氏が 「植物の攻め ど こ ろ
一
新し

い 植物制御剤を求めて
一

」 と題 して 講演され た．植物制御

剤 の使用 は 生態系へ の 化学物質の放出行為で あ る こ と か

ら，当該物質の 諸生物に 対す る生理作用 は デザイ ン 段階 か

ら予測する こ とが 重要で ， そ の こ とが新薬の デ ザイン に も

つ なが る．

　光合成阻害剤の 除草活性発現は，薬剤と Dl タ ン パ ク質

の 結合 に よ り代謝 系が 阻害 され，光 に よ り損傷 を受 け た

D1 タ ン パ ク質の 補給が 閉 ざ され る こ とに 起因する，ヒ ル

反応試験で光合成電子伝達阻害能が強 く認め られるもの で

も，
D1 タ ン パ ク質の 代謝 を阻害 しない もの は 除草活性を

示 さない ．こ の こ とか ら今後 Dl タ ン パ ク質 の 代謝試験を

指標 とした分子設計が効果的 と考 えられる．クロ ロ フ ィ ル

生合成阻害剤で は多くの PrQtox 阻害剤が 見 い だ されてお

り， それらはプ ロ トポル フ ィ リノ
ー

ゲ ン IX へ の 酸化過程

を阻 害する こ とに よ り植物を 白化 させ る こ とが知 られ て い

る．近年，阻害点 の 異なる自化剤や，クロ ロ フ ィ ライ ドま

で の 生合成阻害は 認め られ ない が光要求性 自化作用 を示す

物質が見 い だ されてお り、それらの 特件 を明 らかに するこ

とが 新型除草剤 の シ
ーズに つ なが る だ ろう，ア ミノ酸，脂

肪酸，カ ロ チ ノ イ ドなどの
一

次代謝物 の 生合成が除草剤 の

標的部位 で あるこ とは広く知 られて お り，これ らの 系の な

か か ら も新し い 薬剤作用点 が 発掘 され る可能性 が あ る．植

物 ホ ル モ ン で あるア プ シ ジ ン 酸 の 側鎖構造 を安定化 させ た

誘導体は 天 然物で は み られ な い 種 子発 芽 抑 制や 成長抑制作

用 が確認 され た．ホ ル モ ン 作用 の 阻害剤 を探索するこ とで

新規 な植物制御剤 を見い だ す可能性 もあ る．今後，化学的

発想 だ けで な く植物 の 生理機能を踏 まえた ラシ ョ ナル なデ

ザイン に期待 した い と結ば れ た．

　　　　　　　　　　　　 （三 菱化学（株） 織 田雅次）

　　　　　　　　　テ
ー

マ 討論 会

　今回 は テ
ー

マ 討論会の ス タ イ ル を従来と 多少 変更 し，講

演 の 内容およびテ
ー

マ に対するア ン ケー
トを事前に参加者

へ お 願 い し， その 結果お よび質問を基 に質議を進行 した．

　 「農薬デザ イン と地球環境 の イン タ
ーフ ェ

ー
ス 」は た い

へ ん広 い 範囲をカ バ ー
す る テ

ー
マ で あり，講演 して い ただ

い た先生 方 の 講演内容 も非常 に 多岐 に わ た る もの で あ っ

た．こ の た め，テ
ー

マ として
一

つ に くくっ た 形 で討論する

こ とは た い へ ん 難 しく，い きお い 各論的な 質問を させ て い

た だ くに と ど まっ た．

　討論会の 最初に，会場の 参加者に 専門分野を質問 した と

こ ろ， その ほ とん どが有機合成技術をべ 一
ス に した農薬の

探索合成に 従事さ れ て い る こ とが わか り，で きる だ けそれ

ら参加者 の 興味 に 沿 っ た質問をさせ て い た だ い た．また 回

答い た だ く先生方か らも，合成化学者の ベ ー
ス に 立 っ たお

答えをい た だ くこ とが で きた と感 じられた ．

　ス ケ ジ ュ
ー

ル の関係もあり，テ
ー

マ に沿っ た議論を十分

に 深め る こ とが で きた と は い えなか っ た が，その 後の 懇親

会に向け参加者各位の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 「呼び水」的な

役割 を果 たせ た と思 う．大 きな会場 で 多くの 参加者を交え

て の 討論とい うス タイル は，なか なか 日本で は成 り立 ちに

くい ．テ
ー

マ 討論会 をより有意義なもの とするため，その

運営方法に関して は今後ともい ろ い ろな試みが 必要 と感じ

た．　　　　　　　　　 （三 井東圧化学（株）　大岡真行）

　　　　　　　　　ポ ス タ
ー

発 衷

　参加者が 自由 な雰囲気の な か で時間 に と らわ れ る こ とな

く直接議論 で きるように との こ とか ら， 今回もポス タ
ー

発

表 が 企画され た，と くに今回は前もっ て前日の 懇親会の と

きからポス タ
ー

を掲示 して おき， 翌 囗に発表を行なうとい

う形式が と られ た．

　発表 は 大学，公的研究機関お よび 国内企 業 よ り今回の

テ
ー

マ に 沿 っ た内容 の ポス タ
ー14題が集め られた．それぞ

れ の 発表内容は 多岐 に わ た り興味深 い もの ば か りで あ り，

また最近の 開発剤 に関連 した話題 も提供されて い た．各発

表 とも雑誌や学会発表な ど で は聞くこ との で きない 詳細な

情報が 入手 で きる とあ っ て ， ポス ターを囲ん だ活発な討論

の 輪が発表当日は もと より前日の 懇親会に おい て も会場の

い た るとこ ろで 見受けられ ， 非常 に 盛況 で あ っ た．

　　　　　　　　 （（株）ケイ ・ア イ研究所　米倉範久）

　会場 の 都合 で参加者 は 100名に 限定された が ， 例年どお

り大部分 の 参加者が会場と な っ た ホ テル に 宿泊した．こ の

ため ， 講演者や ポス タ
ー

発表者 と討論を継続する人や ， 業
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界の 情報交換あるい は 旧交を温 め る人など，懇親会は もと

よりその 後の 別会場で も多数の 方々 に より深夜まで熱心 な

話し合 い が 続 い た，こ の 活発さは本研究会 の 特徴で あ り，

今後の 活動 が さらに発展す る で あろうこ と を強 く感 じた．

　次に，参加者よ り回収 した ア ン ケート結果を
一
部紹介す

る．参加者 100名の 内訳 は ， 大学お よび 公立機関 14名と企

業 86名で，年齢は 20代お よび 30代 が 75％ を占め た．参加

回数 で も 1〜2 回目が 70％ を越 えてお り，
フ レ ッ シ ュ な メ

ン バ ー構成で あっ た．今回の テ
ーマ に関して は，「新鮮で 興

味深 く，今後の 研究に有意義であ っ た」とい う一方で，「よ

り具体的なデ ザイン 手法に つ い て提示 して ほ しい 」とい う

意見もあ っ た，参加者の 若返 りに対応 し， 基本 に 返 っ た テー

マ 設定も必要であろ う．

　また ，

一
部 の 講演に お い て プ ロ ジ ェ クタ の トラブ ル が 発

生 し，講演者の方をは じめ参加された 皆さまに たい へ ん ご

迷惑をお か け した こ とを深 くお 詫び した い ．

　次 回幹事会社 は 三共 （株）で ， 本年 11月 に 関西地区 で の 開

催が 予定され て い る。本年 も多数 の 方の ご参加を期待した

い ．

　　　　　　　　　　 （三井東圧化学〔株）　新井清司）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


